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本本技技術術のの特特徴徴・・従従来来技技術術ととのの比比較較

技技術術のの概概要要

研研究究者者特特許許・・論論文文

有有機機溶溶媒媒にに可可溶溶なな近近赤赤外外線線吸吸収収材材料料

高度にπ系を拡張したトリアリール
アミンを設計・合成し、それを一電子酸
化して得られるラジカルカチオンを安
定に取り出す技術を持っている。
この一電子酸化を引き金として、こ

の分子からの蛍光のオンオフスイッチ
ングが可能になったり、近赤外線領域
に大きな吸収を持たせることができる。
これは不対電子と呼ばれる電子の振
る舞いを制御した結果である。軽量、
有機溶媒に可溶であり、構造修飾の
多彩さを誇る有機化合物の酸化還元
を利用して色々な物性の発現が可能
である。実用化を目指し、設計・合成を
行っている。みなさん、「こんな分野に
使えるかも」を教えてください。
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近赤外線は780〜2500nmの領域に分布しており、この領域に吸収を持つ有機系近赤外線吸収材料
は断熱材料、バイオイメージングなどの様々な光学分野への応用が期待されている。現在、 これらの
有力な候補は、非常に大きなπ系を持ったポルフィリン、 フタロシアニンなどの閉殻系化合物
（不対電子を持たない化合物）だが、合成の困難さ、および低い溶解度が課題となっている。
本技術は全く新しいアプローチによって市販試薬から1段階で合成でき、有機溶媒に容易に溶ける

有機系近赤外線吸収材料を可能とした。
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